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１．研究計画の概要 

コンポジットレジンの重合収縮の原因と

なるモノマー自身の開発を目指し、さらにナ

ノレベルフィラーの活用によるフィラー充

填率の向上を目的とした研究を行っている。

すなわち、モノマーによる重合収縮を極力小

さくするため、エトキシ化ビス‐フェノール

Ａジメタクリレートのエトキシ化率の異な

る２種類のモノマー（ｎ＋ｍ＝４、10）の配

合率を検討し、同時に、ナノレベルフィラー

の充填率を向上させることによる低収縮性、

低粘性のコンポジットレジンの開発を行っ

ている。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 低収縮性、低粘性モノマーの物性、重合

性および重合体の物性 

エトキシ化ビス‐フェノールＡジメタクリ

レートのエトキシ化率の異なる２種類のモ

ノマー（ｎ＋ｍ＝４、10）の配合率を変化さ

せた混合モノマーを数種類作製した。比較の

ため、bis-GMA 系混合モノマーも作製し、こ

れらの混合モノマーの物性として、超高速・

高精度レーザー変位計(HL-C2)を用いて重合

収縮率を測定した。この結果、従来の

bis-GMA系ベースモノマーと比較し、物性や

操作性の面で同等であり、重合収縮率が小さ

な混合モノマーがす種類見つかった。 

 

(2) 試作コンポジットレジンの作製および

物性の検討 

フィラーとして、平均粒径 0.3, 0.5, 1.0

μm のサブミクロンフィラーおよびハイブ

リッドフィラー（50nmと 1μmの混合物）を

使用し、前年度の研究で明らかとなった混合

モノマーの最適組成数種類を用いて、サブミ

クロンフィラー、または、ハイブリッド型フ

ィラーを添加・混合し、光重合型コンポジッ

トレジンを試作した。この試作コンポジット

レジンについて、操作性や機械的性質を調べ

た結果、従来の bis-GMA系モノマーを用いた

場合と同等の機械的性質となることが判っ

た。また、この試作コンポジットレジンの重

合収縮は小さかった。 

 

(3) 試作コンポジットレジンの混合状態と

表面性状、および耐久性 

 フィラーとして、平均粒径 1.0μm のフィ

ラーおよびマイクロフィラー（平均粒径

50nm）を２：１の重量比で配合したハイブリ

ッドフィラーを、γ-MPTS にてシラン処理し、

混合モノマーの最適組成数種類を用いて光

重合型コンポジットレジンを試作した。この

試作コンポジットレジンの微視的性質を共

焦点レーザー顕微鏡や SEM で観察した。また、

歯ブラシ摩耗試験を行い耐久性についても

検討を行った用いて検討した。また、試作コ

ンポジットレジンの光重合性について、光源

をハロゲン、キセノン、LED と変化させ、光

照射時間を変化させて硬化させたときのコ

ンポジットレジン内に残存する炭素・炭素の

二重結合の量を FT-IR にて測定し、光重合性

について検討を行った。この結果、微視的な

フィラーの混合状態は平均粒径 1.0μm のマ

クロフィラーの周囲にマイクロフィラーが

凝集したハイブリッドフィラーとなってお
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り、表面はしかし、平滑であることが明らか

となった。また、従来の bis-GMAベースのコ

ンポジットレジンと比較して、試作したコン

ポジットレジンの耐摩耗性や光重合性は同

等であることが明らかとなった。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 本研究課題については、申請時の計画通り

に進展しており、経過年度ごとの結果も期待

に沿うものであり、達成度としてはおおむね

順調であると言える。 

 

４．今後の研究の推進方策 

過年度の結果から最適とされるモノマー

組成、フィラー構成で試作したコンポジッ

トレジンについて、加速劣化を行ったとき

の機械的な性質の変化を調べて、耐久性に

ついて検討する。また、同時に、吸水性や

溶出物についても調べる予定である。研究

の最終年度に当たる事から、最終的にコン

ポジットレジンのベースモノマーとしての

妥当性についても結論を出すことを目的と

する。 
 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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